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力 を得て 『転ばぬ先の……』をテーマに転倒 ・骨折予
防の内容で実施 した。この契機 となったのは,2005年
度 に古川町商店街に設置 した古川町商店街 『すこやか
サロンP)における地域保健活動を通 じて商店街の店
主や従業員 との交流が深 まったことや,健 康教育に関
する周辺住民のニーズを把握で きたことにある。我々
と古川町商店街振興組合理事会が話 し合いを重ね,
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日時,内 容 を調整する,③商店街が場所を決定 し,
"すごやか健康講座"開催 を周辺住民 に広報周知する
,
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- 1・ 京緬 離 藍「卜{享籍 麟
出前"すごやか健 康講座"
図2"す こやか健康講座"と
出 前"す ごや か 健 康 請 座 図
「すこやかサロン』,古川町商店街との関係
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r,他;商 店 街 を拠 点 と した ポ ピ ュ レー シ ョ ン ・ス トラ テ ジ ー に よる健 康 増 進 活 動
"すこやか健康 講座"は
,午 後7-9時 の 間に開催
し,商 店街 お よび周辺住民の参加 し易い夕方以降の時
間帯 に実施 している、,会場 は,参 加 しやす く運動がで
きる商店 街周辺 の,ホ テルや料亭の大広間,商 店街の
集 会所,近 隣の公共施設 な どが設定 され る。商店街が
そ れぞれ の実情 に合わせ て交渉 し会場 を確 保 してい
る。講座 の内容 は,生 活習慣病予防 と介護予防 に関す
る内容 が主 なものであ る。前者 に関する内容 は,「最
近 ち ょっ と太 り気 味が気 にな りませ んか』,『メ タボ
リックシン ドロームって何?』,「高脂血症 ってなんだ
ろ う?』,「体重管理 とメタボ リックシ ン ドローム工 等
で,後 者 に 関 す る 内容 は,『転 ば ぬ 先 の ……』,『転
倒 ・骨折予 防につ いて』,『寝 た きりにな らないため に
は?』 等 である。 内容 は,参 加者の特性 によって適宜
変更 している。 いず れの場合 も,実 際の生活 に役 に立
つ ように転倒予防,肥 満予防,生 活習慣改善のための
運動方 法(運 動,体 操の実技 演習),転 倒 を起 こ しや
すい住環境 の危険箇所 の実際 とその改善が含 まれ る。
現 在の ところ講座 は,2ヶ 月に1～2回 のペー スで開
催 し,参 加者 は中高年 を中心 にJU人か らu人 であ る、,










労する入々の健康管理 を行 う健康保険組合,公 務員の
健康管理 を行 う共済組合,中 小規模の企業就労者の健
















商店連盟等 と協働 し京都市お よび宇治市の商店街を拠
点に出前'Eすこやか健康講座"を 実施 している。同講


























































































テーマの選定,開 催 日時,会 場等は,商店街の理事会
との相談や同商店街に開設 した 「すこやかサロン』3;
利用者の要望 を考慮に入れた。その後,京 都商店連盟







盟等 に寄せ られた要望に基づ き,開催 目時,場 所,内

















実 に浸透 している。 また介護予防やライフスタイル改
善を目的として企画 した"す こやかサロン体操"も 常
連の参加者が商店街就労者だけでなく周辺住民にも拡
が り,体操に毎回参加する中高年女性 も増えている。
血圧 を測 り測定結果等を健康手帳に記載 し,それを利












ベルにある。 しかしなが ら,健康に関する情報を広 く
一般 に提供す るポ ピュ レー ション ・ス トラテ ジーは,
予 防活gin,とりわけ介護予防や転倒骨折予防,循 環器
疾患 や生活習慣病 の疾病予防 に有効 なアプローチの ひ
とつである。今後 も,我 々は地域 にお ける疾病予防や
健康づ くりにポ ピュ レーシ ョン ・ス トラテ ジー を活用
し,出 前"す こやか健康講座"を 継続実践 しなが ら,
商 店街 を拠点 に地域住民の ための健康増進活動 を展開
してい きたい と考 える、
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